
（ １ 月 ）依然コロナ禍による輸入品が品目問わず減少傾向がみられた。
原油高の影響もあり、国産品の出回りも悪かった為、全般的に品薄感がみられ、
結果、全国的な高値相場となった。

５５，８４６ 本
６，３１６，４０５ 円

数　量
金　額

（　　　　１１．４％）の減
（　　　　１８．５％）の増

（ ２ 月 ）２月に入っても断続的降雪で、一般小売は鈍化。
葬儀需要は顕著にあったが、祭壇が小さく盛花も限られた分だけで、花そのもの
の本数を使わず苦戦。

３６，５４０ 本
３，６８９，７８７ 円

数　量
金　額

（　　　　　６．９％）の減
（　　　　　９．８％）の増

（ ３ 月 ）卒業式、春彼岸、人事異動と最需要期ではあるが、国内産に関しては、原油高の
影響で充分な加温出来ず、例年に比べ数量減少。
輸入品に関しては、ドル建てでの支払いになる為、円安の加速で思うように輸入
出来ないジレンマがある。

２１９，８４４ 本
１６，６０５，２０６ 円

数　量
金　額

（　　　　２１．０％）の減
（　　　　１７．８％）の減

（ ４ 月 ）ロシアによる侵攻、原油高、円安等により、輸入品の入荷量が極端に減少した為
に、全般的に高値基調となっている。

１３４，８３８ 本
１，７３６，４８１ 円

数　量
金　額

（　　　　１７．２％）の減
（　　　　　２．８％）の減

（ ５ 月 ）原油高や円安により、輸送コストや資材等の価格が上がり、また、輸入品の仕入
れ単価も値上がりする為、輸入品が減少し、品薄感から全般、高値傾向で推移し
た。

１３７，４０５ 本
１０，０６１，２６６ 円

数　量
金　額

（　　　　１７．３％）の減
（　　　　１８．２％）の増

（ ６ 月 ）切花では円安により、物日以外の輸入品の減少が目立ち、国産品は、やや前進化
傾向が見られた。
鉢物では、公共事業の苗の植え込み等で注文が増量し、また、贈答用の胡蝶蘭も
同様に注文が多かった。
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５３，５９６ 本
４，４１９，３８１ 円

数　量
金　額

（　　　　　７．５％）の減
（　　　　　７．７％）の減



（ ７ 月 ）切花では円安により、物日以外の輸入品の減少が目立ち、国産品は、やや前進化
傾向が見られた。
鉢物では、公共事業の苗の植え込み等で注文が増量し、また、贈答用の胡蝶蘭も
同様に注文が多かった。

１７５，９８１ 本
３，５７３，２９５ 円

数　量
金　額

（　　　　２４．３％）の減
（　　　　　７．１％）の減

（ ８ 月 ）コロナ第７波で多数の感染者が出たが、経済優先の政府の考えから、それまで止
まっていたイベントや祭り、または旅行などに規制がなくなり色々な面で需要が
上向き、活性化されたように思われる。

３５，０９２ 本
１２，０６６，１８１ 円

数　量
金　額

（　　　　　３．０％）の減
（　　　　１２．９％）の増

（ ９ 月 ）今までに記憶にない位の大雨が続き、作付けに大きな影響を及ぼし、特に東北圏
内の入荷量が減少した。

７３，３９５ 本
３，４６２，８４４ 円

数　量
金　額

（　　　　　８．４％）の減
（　　　　　４．８％）の減

（ １ ０ 月 ）県内産は今月で７～８割が終了となり、この先は暖地物に産地が移行されるが、
輸送コストや暖房にかかる燃料の高騰で、ますます集荷が厳しくなりそう。

６０，７６９ 本
８，１０２，４７３ 円

数　量
金　額

（　　　　　９．７％）の減
（　　　　１５．３％）の増

（ １ １ 月 ）ロシアによるウクライナ侵攻の影響で原油が高騰し輸入物資が制限され、また、
円安による物価高で輸送業者も値上げせざるを得ない状況で、都心から距離が
ある地方では非常に集荷しずらい状況になっている。

８４，２１１ 本
７，４２７，８８９ 円

数　量
金　額

（　　　　１３．７％）の減
（　　　　１２．９％）の減

（ １ ２ 月 ）輸入品の減少と、急激な冷え込みで、出回りが悪く、全国的に相場は上向き状況
だったが、上・中旬は相場に乗りきれず、集荷機能が低下し、入荷量の前年同
月比２３％の減量となり、中旬以降に価格が上向き前年同月より７円高となった
。

２５８，８２０ 本
１８，８８２，５６８ 円

数　量
金　額

（　　　　２３．３％）の減
（　　　　１７．７％）の減
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